
生物基礎　第３学期（３）バイオーム 
!
＜単元の目標＞　次のことをクラス全員が本当にわかる（他者に説明できる）ようにしましょう。 !
（１）バイオームとは、その地域の植生とそこに生息する動物等を含めた生物のまとまりのことである。 
（２）バイオームは、その外観を決めている植生に基づいて分類される。 
（３）バイオームの種類は、気候要因である「年平均気温」と「年降水量」で決まる。 
（４）世界のバイオームは、森林、草原、荒原に大別される。 
（５）日本では、十分な年降水量があるため、森林が発達し、年平均気温に応じた森がある。 

!
上記の目標を達成するために、次の課題１～３に取り組んで下さい。 !
課題１　右図は、年平均気温と年降水量という気候要因（環境要因）と 
バイオームの種類との関係を示したものである。 !
Q.１-X軸・Y軸は、それぞれ何を示しているか。記しなさい。 
　　（A）～（D）に、高い・低い・多い・少ないの名称を記入しなさい。 

　　　X軸ー　　　　　　　　　　　Y軸ー　　　　　　　　　　　 

　　　（A）　　　　　（B）　　　　　（C）　　　　　（D）　　　　　 !
Q.２-森林・草原・荒原、日本の森林、隠岐はどれか。a～hの記号で答えなさい。 

　　　森林（　　　　　　　　　） 草原（　　　　　　　　　） 荒原（　　　　　　　　　）　 

　　　日本の森林（　　　　　　　　　） 隠岐（　　　　　　） 
　　　※教科書（p.161）で何故か隠岐は白くなっているが、高山帯のはずが無い、惑わされていはいけない。 

Q.３-森林・草原・荒原というおおまかな３つの区分は、どのような環境要因で区別されていますか。 

!
課題２　世界の森林バイオームについて、代表的な植物名をあげなさい。 
バイオーム名 代表的な植物名や植物のグループ名



課題３　次の小問に答えなさい。 
Q.１-日本列島は南北に長く、そのため、緯度に応じてバイオームが分布している。このような分布を何分
布といいますか。名称を書きなさい。 

!
Q.２-日本には標高の高い山が数多くある。標高に応じてバイオームの分布が見られるが、そのような分布
を何分布といいますか。名称を書きなさい。 

!
Q.３-次の文の空欄（　　）に適する数値や文字を記入しなさい。 

　　　　標高が（　　　　　）m上がると、気温は（　　　　　）℃（　　　）がる。 

Q.４-低地が照葉樹林である日本のある地域において、標高2500mほどの高山があったとき、標高によっ
て、どのようなバイオームがどのように分布しているだろうか。また、それぞれのバイオームにおける代表
的な植物名も示しなさい。 

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
Q.５-日本の緯度に応じたバイオームの分布と、標高に応じたバイオームの分布には、どのような共通性が
あるだろうか。説明しなさい。 

!
!
!
!
!
＜発展課題＞ p.157の世界のバイオームの分布図を見ると、日本を含む、いわるゆる中緯度地域に分布する
バイオームには、中央アジアの砂漠、モンゴルの温帯草原、そして日本などの森林というように、同じ緯度
にも関わらず、多様なバイオームが見られる。次の小問に答えなさい。 

Q.１-どのような環境要因の違いで、このようなバイオームの違いが見られるようになるのだろうか。 

!
Q.２-バイオームの違いを生み出した環境要因の違いは、何によってもたらされたものなのでしょうか。
「夏のモンスーン（季節風）」というキーワードで情報を集め、そのしくみを説明しましょう。 

おおよその標高 バイオームの名称 代表的な植物名

高山帯

亜高山帯

山地帯

丘陵帯


